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動物実験で選別された抗血栓性野菜・果物品種のヒトにおける 
有効性 
 
学芸学部 健康栄養学科 井尻 吉信 
 
【背景および目的】 
 脳卒中、心筋梗塞、狭心症などの血栓性疾患の増加
が重要な社会的課題になっている。血栓のでき易さが
測定でき、かつ血栓を予防できる食材がわかれば、血
栓性疾患の予防に貢献できることが予想される。血栓
のでき易さの測定法は種々あり、多くの研究者がこの
分野の研究に従事している。しかしながら、上記の目
的にかなったものは未だ見つかっていなかったといっ
ても過言ではない。 
 最近、簡便でベッドサイド対応の測定法 Global 
Thrombosis Test （GTT） が Dr. Gorog によって開
発された。GTT の特徴は抗凝固剤、その他の化学薬品
一切を添加しないで、血液の流れを利用して、血栓の
でき易さと血栓の溶け易さを測定できる点であり、世
界で唯一商品化されているものである。我々は Dr. 
Gorog、臨床医との共同研究および動物実験によって、
本測定法が血栓のでき易さの測定に優れているベッド
サイド対応の方法であることを明らかにすると共に［1］、
抗血栓性食材の選別に優れていることを明らかにして
きた［2］。また、野菜・果物の品種に着目した研究から、
GTT を用いて抗血栓性品種を選別してきた［3］。 
 本研究において我々は、現在までの動物実験的研究
で選別された抗血栓性野菜・果物品種をヒトが摂取し
た場合に、実験動物で証明されたような抗血栓作用が
認められるかどうかを、近年開発された新しい GTT
法を用いて明らかにすることを目的とした。 
【方法】 
 これまで検討してきた食材のうち、“血栓形成に対す
る効果が認められなかった品種”ならびに“抗血栓作
用を示した品種”の両方をもつ食材（リンゴ、ジャガ
イモ、タマネギ）を用いた。この食材を、服薬をして
いない成人健常者 12 名（35～67 歳、男性：8 名、女性：
4 名）に協力を依頼し、プラセボ群 6 名、実験群 6 名
での 3 ヵ月間の介入試験を実施した。 
 プラセボ群には、血栓形成に対する効果がない、リ
ンゴ[皮付オウリン]を 400g（1 個）／2 日、ジャガイ
モ[シンシア]を 250g（1 個）／3 日、タマネギ[ONA-05] 
250g（1 個）／3 日。実験群には、抗血栓作用をもつ、
リンゴ[皮付メロー]を 250g（1 個）／2 日、ジャガイ
モ[ニシユタカ]を 250g（1 個）／3 日、タマネギ
[ONA-03] 250g（1 個）／3 日のペースで摂取させた。 
 採血は、実験開始直前に 1 回、その後は実験開始 1
ヵ月後、2 ヵ月後、3 ヵ月後に 1 回ずつ行い、それぞれ
の血液を GTT 装置にかけ、血小板反応性の指標
（Occlusion time; OT）と自発的血栓溶解能の指標
（Lysis time; LT）を求めた。 
 データ処理には SPSS を用い、二元配置分散分析法
で解析した。また、結果は平均値±標準誤差で表し、
P<0.05 を統計学的に有意差ありとした。 
 本研究は、医療法人社団仁恵会石井病院倫理委員会
ならびに神戸学院大学倫理委員会の承認のもと実施さ
れた。 
【結果】 
 血小板反応性の指標である OT は、プラセボ群、実
験群間で有意な差を認めなかった（P=0.846）。一方、
自発的血栓溶解能の指標である LT は、実験群で有意
に低値（血栓を溶解するまでの時間が短縮）を示した
（P=0.012）。 
 以上の結果から、本研究に用いた抗血栓性野菜・果
物品種（メロー、ニシユタカ、ONA-03）の摂取は、
血栓性疾患を予防する上で有益である可能性が示され
た。本成績は、抗血栓食開発の大きな一歩になると考
えている。 
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